
 

 
キヤノンソフトが、オンプレミスに対応した「Web Aviator」最新版を発表 

AWS・他クラウド・オンプレミス間の稼働ポータビリティを実現 

 

キヤノンＭＪ ＩＴグループのキヤノンソフトウェア株式会社（本社：東京都品川区、代表取締役

社長：加藤 高裕、以下キヤノンソフト）は、アマゾン ウェブ サービス（以下、AWS）上で     

開発するクラウド開発基盤「Web Aviator（ウェブアビエーター）v1.3」を 8 月 20 日より順次提

供開始します。 

 

「Web Aviator」は開発・管理をクラウド上でトータルサポートする「クラウド開発基盤」です。

優れたGUIを搭載した開発ツールとAWSクラウドの活用により、開発にかかる工数やコストを大幅

に削減することができます。 

 

最新版の「Web Aviator v1.3」では従来のAWSに加え、パブリッククラウド、プライベートクラウ

ド、オンプレミスで稼働する実行エンジンを提供します。これにより、本番時の稼働ポータビリ

ティを実現します。AWS上のWebアプリケーションはもちろん、パブリッククラウド上のB2Bアプリ

ケーション、プライベートクラウドやオンプレミスで稼働する企業の基幹システムなど、さまざ

まなアプリケーション開発の分野において、「Web Aviator」を利用できるようになります。当初

オンプレミスを選択しても、AWSやその他のクラウドに簡単に移行できるため、将来的なパブリッ

ククラウドへの移行やディザスターリカバリー対応など、お客さまのクラウド利用を柔軟に支援

します。また、SIベンダーをはじめ幅広い開発現場で利用できるよう、独自のJavaライブラリを

配置してサーバーサイドの機能拡張性を高め、開発操作性の向上を図ります（10月提供開始予定）。 

 

キヤノンソフトは、「Web Aviator」を大手・中堅のSIベンダーを中心に拡販し、2015年までに売

上10億円（導入に関連するシステム開発も含む）を目指します。 
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＜Web Aviator v1.3 ライセンス体系（2013年8月20日現在）＞                         

Ｆライセンスの価格体系を見直し、従来の年間利用ライセンスに加え一括ライセンスの価格体系

を新設しました。 

■開発ライセンス 
 

ライセンス名 
 

Sライセンス 0円／3ヶ月間 

■実行環境ライセンス 

 年間利用ライセンス 年間利用価格（税別） 

Fライセンス 10 ユーザ 180,000 円 

Fライセンス 30 ユーザ 540,000 円 

Fライセンス 50 ユーザ 720,000 円 

Fライセンス 100 ユーザ 1,200,000円 

Fライセンス 30I/F 540,000 円 

Fライセンス 50I/F 720,000 円 

Fライセンス 100I/F 1,200,000円 

Fライセンス 無制限ユーザ 別途ご相談 

一括ライセンス 一括価格（税別） 年間保守料金（税別） 

Fライセンス 50 ユーザ 2,160,000円 216,000 円 

Fライセンス 100 ユーザ 3,600,000円 360,000 円 

Fライセンス 50I/F 2,160,000円 216,000 円 

Fライセンス 100I/F 3,600,000円 360,000 円 

Fライセンス 無制限ユーザ 別途ご相談 別途ご相談 
 

＜Web Aviator ｖ1.3 稼働環境（2013年8月20日現在）＞ 

AWS以外のクラウド・オンプレミスに配備する場合の稼働環境は下記のとおりです。 

OS  

Red Hat Enterprise Linux Server 6 

Windows Server 2008 R2※ 

CentOS 6 

データベース  MySQL 5.5  

Webサーバ  Apache 2.2  

APサーバ  Tomcat 7.0  

※Windows対応版は 10月提供開始予定です。 

 
 

Amazon Web Services、アマゾン ウェブ サービスは、Amazon.com, Inc. またはその関連会社の商標です。 

Windows、Windows Serverは、米国Microsoft Corporationの、米国、日本およびその他の国における登録商標または商標です。 


